


記載上の注意

１ 履歴書

（１）氏名は，自筆で記載してください。

（２）学歴欄には，高等学校卒業以降に関する事項を記載してください。

（３）免許・資格・称号欄には，医師免許等，認定医・専門医・指導医，学位（登録番号や学位記番号

等を含む），その他に関する事項を記載してください。

（４）学会活動欄には，加入年月日と所属学会名（各種研究班会議等を含む）,役職名等を記載してくだ

さい。 

（５）賞罰欄には，賞罰を受けた場合は記載し，無い場合は「なし」と記載してください。

（６）職歴・研究歴欄には，職歴（所属，職名）と研究歴（所属教室，身分）の外，海外出張（職務の

内容および目的等），留学等（外国での身分）を記載してください。

（７）年については，元号を使用してください。

２ 業績目録････ 右上の「頁：」に通し番号を付して下さい 

（１）「著書」「総説論文」「原著論文」「症例報告，その他」「学会発表」「科学研究費等」「提出

論文の概要」の区分により，年代順に記載してください。

     ただし，「著書」「総説論文」「原著論文」「症例報告，その他」については，欧文，和文ご

とに区別して記載してください。 

また，「印刷中」のものについては，受理又は掲載証明書を添付願います。

    ・「欧文論文」については，応募者が corresponding author の場合は「業績目録」の通し番号の前

に※を付してください。

    ・全ての論文について，impact factor(2014 年)を記載し，原著論文については，被引用回数も記載

してください。 

    （被引用回数は Web of Science の引用回数を原則とします。なお，Web of Science の利用が  

     困難な場合は，その旨を記載して下さい。）

・提出論文別刷（20 編以内）のうち，特に重要なもの 10 編には◎印を，その他のものには◯印

を，「業績目録」「番号」欄の通し番号に付してください。

（２）「学会発表」については，特に重要と思われるものを，特別講演・シンポジウム・国際学会・国

内学会（一般演題を除く。）等の区分により，年代順に記載してください。 

（３） 応募者の氏名に下線を入れてください。 

（４）「提出論文の概要」では，◎の 10 編について，被引用回数，概要の欄に，研究目的，研究成果，

特徴，本人の役割などがわかるように，１編につき 200 字以内の説明を記載してください。 

  （被引用回数は Web of Science の引用回数を原則とします。なお，Web of Science の利用が困

難な場合は，その旨を記載して下さい。） 

（５）その他，業績目録（様式２）の注記を遵守して記載してください。 

３ 論文別刷

（１）自薦のもの 20 編以内を１セット（紙媒体）と電子データ（PDF ファイル等）を CD,USB 等でご

提出ください。
（２）別刷（コピー可）（紙媒体および電子媒体）には，業績目録と照合しやすいように業績目録の番

号（例．原著 95，症例報告 10 等）を右上に記載してください。

（３）論文は選考終了後お返しします。

４ 「研究の概要と今後の研究方向」及び「医学教育（学部・大学院）についての考え方・抱負」 

（１） 研究の概要（提出論文別刷との関連を明らかにし，独創性及び共同研究での役割等も考慮して）

と今後の研究方向について 2,000 字以内にまとめ，Ａ４版用紙に記載してください。 

（２）医学教育（学部・大学院）についての考え方・抱負について，2,000 字以内にまとめ，Ａ４版用紙

に記載してください。

５ そ の 他 

（１）書類は，黒色で鮮明に記載してください。

 （２）論文以外の応募書類等は原則として返却しません。なお、応募においてご提供いただいた個人情

報は、本学の規定に従って適切に管理し、採用選考以外の目的には使用いたしません。



（様式１）

履  歴  書

                 平成  年  月  日作成

ふ り が な 

氏     名 

（ふ り が な） 

（旧 姓 名） 

印 
国   籍  

連 絡 先 

(ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ） 

TEL: 

mail: 生 年 月 日 
昭和  年  月  日生

（  歳） 

所 属・職 名 現 住 所 

学歴（高等学校卒業から記載）

年 月 日

免許・学位・資格（認定医・専門医・指導医等）・称号

年 月 日

学会活動（所属学会および身分を記載）

年 月 日

賞             罰

年 月 日



                  （前頁から続く）

職     歴 ・ 研  究  歴

年  月 日



（様式２）

業   績   目   録

Ⅰ 著 書（Book, Book chapter） 頁：

欧文と和文に区分し，発行年の古い順に番号を付して，下記項目順に記載してください。

著者名（単著，共著，分担執筆，共著の場合は全員を列挙し，応募者に下線を入れること）：
書名（分担の場合の標題名），初頁－終頁，発行所，発行年（西暦）

ワープロ印字の場合は，10～12ポイント活字を使用し，著書ごとに空白行（一行）をおいてください。



業   績   目   録

Ⅱ 総 説 論 文（Review article） 頁：

欧文と和文に区分し，発行年の古い順に番号を付して，下記項目順に記載してください。 

著者名（共著の場合は全員を列挙し，応募者に下線を入れ，応募者がｺﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｵｰｻｰの場合は通し番号の前に＊を付すこと）： 
論文名，雑誌等名称，巻数：初頁－終頁，発行年（西暦） 

ワープロ印字の場合は，10～12ポイント活字を使用し，論文ごとに空白行（一行）をおいてください。 



業   績   目   録

Ⅲ 原 著 論 文（Original article） 頁：

欧文と和文に区分し，発行年の古い順に番号を付して，下記項目順に記載してください。

著者名（共著の場合は全員を列挙し，応募者に下線を入れ，応募者がｺﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｵｰｻｰの場合は通し番号の前に ＊ を付すこと，論
文に明記されている Equal contribution の場合は，その旨を明記してください）：論文名，雑誌等名称，巻数：初頁－終頁，発行年（西暦），
インパクトファクター(2014 年のもの) 

ワープロ印字の場合は，10～12ポイント活字を使用し，論文ごとに空白行（一行）をおいてください。



業   績   目   録

Ⅳ 症例報告, その他（症例報告, Proceeding, Letter, 班会議報告等） 頁：

欧文と和文に区分し，発行年の古い順に番号を付して，下記項目順に記載してください。 

著者名（共著の場合は全員を列挙し，応募者に下線を入れ，応募者がｺﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｵｰｻｰの場合は通し番号の前に＊を付すこと，論文
に明記されているEqual contribution の場合は，その旨を明記してください）：論文名，雑誌等名称，巻数：初頁－終頁，発行年（西暦），
インパクトファクター(2014 年のもの) 

ワープロ印字の場合は，10～12ポイント活字を使用し，論文ごとに空白行（一行）をおいてください。 



業   績   目   録

Ⅴ その他（特許等）の特記事項 頁：

特許等の取得状況等について，古い年度順に番号を付して記載してください。 
ワープロ印字の場合は，10～12ポイント活字を使用し，事項ごとに空白行（一行）をおいてください。 



業   績   目   録

Ⅵ 学 会 発 表 頁：

主要な学会発表を特別講演，シンポジウム，国際学会，国内学会（一般演題を除く。）等に区分して，区分ごとに発表年の古い順に番

号を付し，下記項目順に記載してください。 
発表者（共同発表の場合は全員を記載し，応募者に下線を入れること）：演題名，発表学会等，開催都市名，開催年（西暦） 

ワープロ印字の場合は，10～12ポイント活字を使用し，発表ごとに空白行（一行）をおいてください。 



業   績   目   録

Ⅶ 科学研究費等の取得実績 頁：

省庁・学術振興会等からの科学研究費等の公的研究助成，および財団等からの助成金等の取得状況について記載してください。

研究代表・分担の別，交付年度，研究費の名称，研究課題名および研究費の金額について記載してください。

なお，研究費について，科学研究費補助金の平成２０年度以降は，分担者の場合には課題の獲得額と本人分担金額とを分けて記載してください。

その他の場合も，分かる範囲で課題の獲得額と本人分担金額とを分けて記載してください。

研究費区分ごとに古い年度順にシリアル番号をふってください。

ワープロ印字の場合は，１０～１２ポイント活字を使用，研究費ごとに空白行（一行）をおいてください。



業   績   目   録

Ⅷ．提出論文の概要                            頁：  

◎の１０編の論文別刷について、業績目録順にシリアル番号をふって、提出した論文（◎の１０編）の概要がわかるように、「記載上の注

意」にもとづいて、１編につき２００字以内でお書きください。被引用回数は、Web of Science の引用回数を原則とします。

番

号

著書、学術論文などの

発行年月
被引用回数

(検索年月日) 
概    要区

別

番

号
名    称


